
(

l
)

加
藤
周
一

が、
『
1
9
4
6
・

文
学
的
考
察』

に
よ
っ
て
日
本
の

文
学、

思
想
界
に
デ
ビ
ュ

ー
し
た
こ
と
に
関
し
て
は、

反
論
す
る
人

間
は
恐
ら
く
い
な
い
だ
ろ
う。
こ
の
著
作
は、
「
マ
チ
ネ・
ポ
エ
テ
ィ
ッ

ク」

の
会
員、
加
藤
周
一
、
中
村
真
一

郎、
福
永
武
彦
が
同
人
雑
誌
『
世

代』

に
共
同
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り、

こ
れ
以
降、

加
藤
は
「
マ
チ

(

2
)
 

ネ
・

ポ
エ
テ
ィ
ッ
ク」

派
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る。

(

3
)

こ
の
企
画
は、

中
村
真
一

郎
に
よ
れ
ば、

加
藤
と
雑
誌
『
世
代』

の
編
集
者
で
あ
っ
た
遠
藤
麒
一

郎
が、
「
焦
点
は
現
代
日
本
の
現
実

を、

時
間
は
任
意
の
古
典
を、

空
間
は
海
外
の
ニ
ュ

ー
ス
を、

問
題

の
出
発
点
と
し
て
と
ら
え、

自
由
な
方
法
と
形
式
と
で、

筆
者
の
意

見
を
展
開
さ
せ
る」

と
い
う
意
図
の
下、

発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。

当
時、

作
者
の
三
人
は
距
離
を
隔
て
た
場
所
に
い
た
た
め、

内
容
の

具
体
的
な
打
ち
合
わ
せ
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
ず、

そ
れ
ぞ
れ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
書
き
た
い
こ
と
を
自
由
に
書
い
て、

そ
れ
を
ま
と
め
た

は

じ

め

に

『

1
9
4
6
・

文
学
的
考
察』

の
が、
『
1
9
4
6
・

文
学
的
考
察』
（
以
降
『
1
9
4
6
』
)

と
い

う
こ
と
に
な
る
と
い
う。

加
藤
は、

後
年
の

追
記
（
加
藤
周
一

著
作
集
第
八
巻
）

で、

『
1
9
4
6
』

に
お
け
る
自
分
の
文
章
を
「
怒
り
の
抒
情
詩」

と
評

し、

そ
の
言
葉
の
運
用
の
誤
り
や
社
会
主
義
へ
の
過
度
な
期
待、

日

本
古
典
に
対
す
る
評
価
の
粗
雑
さ、

性
急
さ
を
反
省
し
て
い
る。

文

庫
版
で
の
あ
と
が
き
で
も、

加
藤
は
「
三
0
年
前
の
若
書
き」

と
し

て
『
1
9
4
6
』

を
表
現
し
て
い
る。

だ
が
一

方
で、
そ
れ
は
「
若
気
の
夢」

と
も
い
わ
れ
て
い
る
点
で、

加
藤
の
思
想
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い

た。
ま
た、
一

九
四
六
年、
一

九
四
七
年
当
時、

加
藤
は
『
1
9
4
6
』

以
外
の
文
章
も
多
数
発
表
し
て
お
り、

思
想
史
的
見
地
か
ら
考
察
を

す
る
な
ら
ば、
『
1
9
4
6
』

以
外
の
加
藤
の
文
章
も
見
る
必
要
が

久

保

周
辺
の
加
藤
思
想
と
そ
の
実
存
思
想

雄

太

郎

八



あ
る。し

た
が
っ
て、

今
回
は、
『
1
9
4
6
』

周
辺
の
加
藤
の
文
章
を

読
み
解
く
こ
と
で、

加
藤
の
初
期
思
想
の
構
造
を
分
析
し
た
い。

ま
ず、

第
一

章
で
当
時
の
加
藤
が
前
提
と
し
て
い
た
社
会
主
義
理

解
と
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
思
想
の
内
容
を
示
す
こ
と
で、
『
1
9
4
6
』

が
書
か
れ
た
当
時
の
加
藤
の
思
想
を
大
ま
か
に
把
握
し、

第
二
章
で

そ
れ
に
加
え、

加
藤
が
実
存
主
義
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
示

す
文
章
を
紹
介
す
る
こ
と
で、

そ
の
影
響
の
強
さ
を
証
明
す
る。

第

三
章
で
は、

加
藤
の
実
存
主
義
的
観
点
か
ら
『
1
9
4
6
』

を
読
み

解
き、
『
1
9
4
6
』

に
お
け
る
実
存
主
義
の
影
を
追
う。

第
四
章

で
は、

加
藤
に
実
存
主
義
の
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て、

吉
満
義

彦
を
仮
定
し、

そ
の
加
藤
へ
の
影
響
の
強
さ
と、

吉
満
＼
加
藤
へ
の

実
存
思
想
の
流
れ
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る。

そ
し
て、

最
後
に

加
藤
の
独
特
の
実
存
主
義
理
解
と
サ
ル
ト
ル
と
の
共
通
性
を
述
べ
る

こ
と
で、

吉
満
的
実
存
主
義
＼
サ
ル
ト
ル
的
実
存
主
義
へ
の
流
れ
も

示
唆
し
た
い。

こ
れ
が
本
論
文
の
基
本
構
成
で
あ
る。

な
お、
『
1
9
4
6
』

の
底
本
と
し
て
は、
『
1
9
4
6
・

文
学
的

考
察』

講
談
社
文
芸
文
庫

二
0
0
六
年
を
使
用
す
る。

第
一

章

前
提
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
論

加
藤
は
『
1
9
4
6
』

中
に
九
篇
の
文
章
を
書
い
て
い
る
が、

そ

れ
ら
に
特
徴
的
な
の
は、

政
治
的
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
と
西
洋
文
献
に

一
九

対
す
る
広
い
知
識、

日
本
の
歴
史
に
対
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
的
解
釈、

ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
が
挙
げ
ら
れ
る。

こ
れ
ら
を
表
現
し
た
文
章
と
し
て、
『
1
9
4
6
』

以
前
の
文
章

(

5
)

(

6
)
 

で
は、
「
ジ
ャ
ン
・

ゲ
ノ
ー
と
批
評」、
「
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
解
義」

が
あ
り、

そ
れ
ら
に
お
け
る
加
藤
の
社
会
主
義
理
解
と
ヒ
ュ

ー
マ
ニ

ズ
ム
思
想
を
見
て
行
き
た
い。

「
ジ
ャ
ン
・

ゲ
ノ
ー
と
批
評」

で
は、

ド
イ
ツ
ナ
チ
ズ
ム
に
対
し

て
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
を
行
っ
た、
人
道
主
義
的
社
会
主
義
者、
ジ
ャ

ン
・

ゲ
ノ
ー
の
思
想
が
紹
介
さ
れ
る。

加
藤
は、

ゲ
ノ
ー
と
ヴ
ァ
レ
リ
ー
に
理
性
や、

ユ
マ
ニ
ス
ム
と
い

う
点
で
共
通
点
を
見
る。

そ
し
て、
「
合
理
主
義
を
徹
底
さ
せ
る
こ

と
に
依
っ
て
ユ
マ
ニ
ス
ム
の
立
場
を
守
り、

最
後
ま
で
平
和
と
文
明

と
の
た
め
に
戦
ふ
勇
氣
は
何
に
由
来
し、

何
に
依
っ
て
か」

と
い
う

問
題
を
提
示
す
る。

加
藤
に
と
っ
て
そ
の
答
え
は
「
社
会
主
義」

だ
っ
た。

「
こ
の
戦
争
の
時
代
に
ユ
マ
ニ
テ
を
正
し
く
代
表
し
得
た
も
の
は、

練
べ
て、

洋
の
東
西
を
問
は
ず、

社
会
主
義」

で
あ
り、
「
不
幸
に

し
て
凡
ゆ
る
社
会
主
義
者
が
ユ
マ
ニ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
が、

凡
ゆ

る
ユ
マ
ニ
ス
ト
は
社
会
主
義
的
で
あ
っ
た」

と
い
う。

こ
れ
ら
の
文
章
か
ら
は、

ユ
マ
ニ
ス
ム
と
社
会
主
義
に
類
似
性
を

見
る
加
藤
の
姿
が
伺
え
る。

こ
の
よ
う
な
ユ
マ
ニ
ス
ト
（
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ス
ト）

全
て
を
社
会
主



義
的
で
あ
る
と
い
う
加
藤
の
理
解
を一
般
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が、

加
藤
の
マ
ル
ク
ス
主
義
理
解
や
そ
れ
へ
の
接
近
は
戦
争
に
対
す

る
倫
理、

道
徳
的
な
要
請
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。

そ
し
て、
「
ユ
マ
ニ
ス
ム
は
寡
頭
政
治
と
容
れ」

な
い
の
で、

マ

ル
ク
ス
主
義、

ユ
マ
ニ
ス
ム
（
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム）

と
民
主
主
義
が

加
藤
の
中
で
繋
が
っ
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
文
中
で
明
ら
か
に

な
る。

た
だ、

加
藤
は
マ
ル
ク
ス
主
義
に
は
人
間
性
（
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム）

が
先
行
す
る
と
し
て
い
る。

ま
た、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
解
義」

で
は、
も
と
も
と
文
献
学
だ
っ

た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム（
人
文
主
義）
が、
西
洋
の
理
性
の
源
泉
に
な
り、

キ
リ
ス
ト
教
的
平
等
概
念
と
理
性
が
デ
カ
ル
ト
に
よ
っ
て
融
合
さ
れ

る
こ
と
で、

民
主
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
基
盤
と
な
っ
た、

と
加

藤
は
指
摘
す
る。

し
た
が
っ
て、

加
藤
の
主
張
で
は、

民
主
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主
義

が
ユ
マ
ニ
ス
ム
（
人
文
学）

の
体
現
す
る
理
性
に
よ
っ
て
つ
な
が
る

こ
と
に
な
る。

そ
し
て、

人
文
主
義
が
カ
ト
リ
ッ
ク
的
平
等
と
結
び

つ
い
た
時
に
自
由、

平
等、

博
愛
と
し
て
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
登

場
す
る
と
説
か
れ
る。

こ
の
よ
う
に
加
藤
が
ユ
マ
ニ
テ、

も
し
く
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の

名
前
で
主
張
し
て
い
る
の
は、

自
由、

平
等、

博
愛
の
精
神、

及
び

理
性
主
義
や
人
間
の
尊
厳
を
重
視
す
る
概
念
と
し
て
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
で
あ
る
と
い
え
る。

加
藤
に
お
い
て
は、

マ
ル
ク
ス
主
義
も
そ
の
意
味
で
の
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
を
前
提
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た。
こ

れ
か
ら
見
て
行
く
実
存
主
義
と
の
関
係
上
も、

加
藤
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
を
第一
に
考
x
る
姿
勢
は
重
要
で
あ
る。

第
二
章

初
期
加
藤
周＿
と
実
存
思
想

加
藤
周一
が
終
生
サ
ル
ト
ル
の
思
想
か
ら
強
く
影
響
を
受
け
て
い

た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る。

し
か
し
な
が
ら、

加
藤
自
身
が
実

存
主
義
に
近
づ
く
時
期
に
関
し
て
は
今
ま
で
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た。

そ
し
て、

そ
の
理
解
の
内
容
も
は
っ
き
り
は
し
て
い
な
い。

『
1
9
4
6』

周
辺
の
文
章
の
分
析
か
ら、

加
藤
の
実
存
主
義
へ

の
接
近
が
予
想
以
上
に
早
く、

深
い
こ
と
が
わ
か
る。

論
者
と
し
て

は、
『
1
9
4
6』

も、

そ
こ
に
お
い
て
な
さ
れ
た
星
菫
派
批
判
も

実
存
主
義
を
念
頭
に
考
え
る
と
理
解
し
や
す
く
な
る
と
考
え
る。

さ

ら
に
い
え
ば、

当
時
の
加
藤
の
思
想
の
中
心
に
は
む
し
ろ
実
存
主
義

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
い
え
る。

本
章
で
は
そ
れ
を
証
明
し

て
い
き
た
い。

な
お、

実
存
と
は、

哲
学一
般
で
具
体
的、
一
回
的
な
存
在
の
こ

と
で
あ
り、

加
藤
の
場
合、

実
存
的
と
は、

人
間
存
在
の
具
体
性
を

意
識
す
る、

と
い
う
よ
う
な
意
味
で
使
用
さ
れ
る。

ま
た、

論
者
の

(

7
)
 

実
存
主
義
の
定
義
及
び
理
解
に
関
し
て
は
註
に
記
載
す
る。

四
〇



加
藤
は、

基
本
的
に
人
生
の
孤
独
と
は
縁
が
薄
い
人
物
で
あ
る。

加
藤
自
身、

自
己
の
孤
独
や
不
安、

絶
望
な
ど
に
つ
い
て
書
く
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た。

だ
が、

戦
後
直
後
に
出
さ
れ
た
「
ロ
マ
ン・

(
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ロ
ラ
ン
の
肖
像」
な
ど
に
は
少
し
違
っ
た
加
藤
の
姿
が
垣
間
見
え
る。

加
藤
は
戦
中
を
振
り
返
る。

残
忍
な
滑
稽
が、

い
た
る
と
こ
ろ
に
支
配
し
た
四
年
間、

だ
ま

さ
れ
て
ゐ
た
國
民
と、

戦
争
が
は
じ
ま
っ
た
以
上
協
力
す
る

の
が
あ
た
り
ま
へ
だ
と
考
へ
て
ゐ
た
知
識
階
級
と
の
な
か
で、

私
は、

は
じ
め
て
徹
底
的
な
孤
獨
と
い
ふ
も
の
を
味
は
っ
た。

…
…
私
が、

私
の
孤
獨
と、

私
と
周
園
と
の
あ
ひ
だ
に
掘
ら
れ

た
深
淵
と
を
忘
れ
た
の
は、

爆
撃
の
直
下
に、

直
接
に
生
命
の

危
険
を
感
じ
た
と
き
だ
け
で
あ
っ
た。

し
か
し、

あ
ら
ゆ
る
人

間
は、

結
局、

ひ
と
り
で
死
ぬ
の
で
あ
り、

死
の
恐
怖
は、

ま

(

9
)
 

た
ひ
と
つ
の
孤
独
に
ほ
か
な
ら
な
い。

こ
こ
に
は、

戦
中
に
お
け
る
加
藤
の
孤
独
感、

周
囲
と
の
隔
絶、

死
の
恐
怖
が
明
確
に
描
か
れ
て
い
る。

こ
の
瞬
間
は、

加
藤
が
死
を

前
に
し
た
体
験
で
あ
り、

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
「
死
に
向
か
う
存
在」

(

10
)
 

と
し
て
の
実
存
を
体
験
し
た
時
だ
ろ
う。

当
時、

加
藤
は
『
存
在
と

時
間』

を
既
に
読
ん
で
い
た。

後
に
述
べ
る
よ
う
に、

加
藤
は
「
星

菫
派」

を
死
や
危
険
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
で
批
判

四

す
る
が、

そ
れ
は
加
藤
の
こ
の
よ
う
な
体
験
か
ら
来
る
も
の
か
も
し

れ
な
い。

こ
の
文
が
示
す
よ
う
に、

加
藤
に
と
っ
て
も
孤
独
や
死
と
い
う
問

題
は、

彼
の
周
り
に
絶
え
ず
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。
「
ロ

マ
ン
・

ロ
ラ
ン
の
肖
像」

よ
り
具
体
的
に
加
藤
が
実
存
主
義
の
影
響

(

11
)
 

を
覗
か
せ
る
の
は
「
新
し
き
星
菫
派
に
つ
い
て」

に
お
い
て
で
あ
る。

加
藤
は、

リ
ル
ケ
の
『
ド
ゥ
イ
ノ
悲
歌』

に
お
け
る
孤
独
を
説
明

し、

星
菫
派
の
無
理
解
を
批
判
す
る。

星
菫
派
の
模
倣
し
た
リ
ル
ケ
は
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
的
放
浪
者

で
な
け
れ
ば
シ
ュ

ト
ル
ム
的
小
児
病
患
者
で
あ
っ
た。

人
間
と

社
会
と
に
関
す
る
知
識
の
完
全
な
欠
如
以
外
に
大
し
た
特
徴
は

な
い
も
の
で
あ
る。

避
暑
地
の
孤
独
遊
戯
と、

ミ
ュ
ゾ
ッ
ト
の

有
名
な
孤
独
と
の
間
に
は
何
の
類
似
も
な
い
し、

私
は
夕
方
発

熱
す
る
と
云
う
愚
劣
な
気
分
的
抒
情
詩
と
「
ド
ウ
イ
ノ
悲
歌」

(

12
)
 

の
悲
劇
的
な
象
徴
主
義
と
の
間
に
は
寸
竃
の
関
係
も
な
い。

他
に
も
加
藤
は
『
存
在
と
時
間』

の
名
前
を
文
中
で
出
し、
「
意

識
的
な
孤
独
の
追
求」

と
い
う
実
存
的
態
度
を
星
菫
派
批
判
に
使
用

す
る。

(

13
)
 

ま
た、
「
革
命
の
文
学
と
文
学
の
革
命」

で
は、
「
独
逸
観
念
哲
學」

と
「
極
東
の
民
族
學
的
「
國
民
感
情」
」

と
の
不
幸
な
結
婚
の
末
に



西
田
幾
多
郎
の
「
絶
対
弁
證
法」

が
生
み
だ
さ
れ
た
と
す
る。

加
藤

は、

西
田
の
哲
学
や
文
体
は、

西
田
個
人
の
人
生
に
お
け
る
体
験
に

基
づ
い
て
意
識
的
に
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
「
実
存
的」

で

あ
る
と
い
う。

し
か
し、

加
藤
は、
「
サ
ル
ト
ル
の
誤
解

無
縁
の
衆
生
”
実
存

主
義“
」

で、

日
本
に
も
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
実
存
主
義
の
流
行
が

伝
わ
り、

サ
ル
ト
ル
の
『
水
入
ら
ず』

が
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ

な
が
ら、

実
存
主
義
の
「
日
本
版
」

を
探
そ
う
と
す
る
動
き
を
批
判

す
る。加

藤
は、

実
存
の
定
義
を
ヤ
ス
パ
ー
ス
か
ら
引
用
し、
「
超
越
的

な
も
の
に
対
す
る
関
係
に
依
て
捉
へ
ら
れ
た
人
間
存
在」

と
す
る。

さ
ら
に、

日
本
に
お
け
る
超
越
性
の
欠
如
を
指
摘
し
な
が
ら
も、

実

存
主
義
を
中
心
と
す
る
二
0
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
が
今
後
の
戦

後
日
本
の
問
題
と
な
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る。

な
ぜ
な
ら
ば、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
も
日
本
も
「
社
会
的
危
機
」

や
「
絶
望」

と
い
う
問
題
を
抱

え
て
い
る
か
ら
で
あ
る。

つ
ま
り、

加
藤
は、

実
存
主
義
が
今
後
の

日
本
に
と
っ
て
重
要
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る。

加
藤
は、
「
オ
能
あ
る
哲
学
者
な
ら
ば、

正
に
絶
望
的
な
社
会
的

歴
史
的
條
件
か
ら、

キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
内
在
的
超
歴
史
的
現
実
の

絶
望
を
見
出
す
だ
ろ
う」

と
実
存
主
義
を
説
明
し
て
い
る。

論
者
な
り
に
解
釈
す
る
と、
「
社
会
的
歴
史
的
條
件」

は
社
会
的

制
約
を
受
け
た
客
観
的
現
実
（
現
実
的
状
況）

の
こ
と
で
あ
り、
「
内

現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
け
る
人
間
探
究
の
賓
存
的
態
度
は、

賓

在
的
超
歴
史
的
現
実」

と
い
う
の
は、

個
人
内
部
で
歴
史
的
な
も
の

を
超
え
る
個
人
の
主
観
的
体
験
と
い
う
意
味
だ
ろ
う。

こ
こ
で、

実

存
主
義
は
文
化
圏
を
超
え、
「
絶
望」

を
人
間
存
在
の
具
体
性
の
裡

に
見
る
こ
と
と
定
義
で
き
る
か
も
し
れ
な
い。

ま
た、

加
藤
は
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
「
超
越
的
な
も
の
に
対
す
る
関
係

に
依
て
捉
へ
ら
れ
た
人
間
存
在」

と
い
う
定
義
を
使
用
し
て
お
り、

加
藤
に
お
け
る
「
超
越
的
な
も
の
」

と
は
社
会
や
歴
史
に
超
越
し
た

個
人
的
な
も
の
で
あ
る
と
共
に、

そ
の
個
人
的
人
間
存
在
か
ら
も
超

越
し
た
も
の
と
い
う
意
味
に
な
る。

加
藤
に
お
け
る
超
越
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
触
れ
る。

(
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)
 

「
サ
ル
ト
ル
及
び
実
存
主
義
は
何
処
に
あ
る
か
」

で
加
藤
は、

サ

ル
ト
ル
の
住
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
精
神
的
風
土
」

に
つ
い
て
語
る。

そ
の
精
神
的
風
土
と
は
何
で
あ
る
か。

何
で
あ
る
に
せ
よ、

二
0
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
思
想
は、

そ
の
風
土
に
生
じ、

賓
存
哲
学
は、

最
も
直
接
に
論
理
的
な
形
で
そ
の
風
土
を
表
現

(

16
)
 

し
た。

実
存
主
義
は、

二
0
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
最
も
直
接
的
な
表

現
な
の
で
あ
る。

だ
が、

四



存
哲
學
と
云
ふ
有
力
で
は
あ
る
が、

多
く
の
思
潮
の
中
の
一

っ

の
流
れ
に
特
有
な
も
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
二
0
世
紀
精
神
そ

の
も
の
が、

そ
の
賓
存
的
態
度
に
依
つ
て
最
も
鮮
や
か
に
一

九

(

17
)
 

世
紀
精
神
か
ら
園
別
さ
れ
る
と
云
っ
た
風
の
も
の
だ。

し
た
が
っ
て、
実
存
主
義
は、
実
存
「
哲
学」

だ
け
で
は
な
く、
も
っ

と
大
き
な
二
0
世
紀
全
体
の
流
れ
と
さ
れ
る。

よ
っ
て、

カ
ー
ル
・

バ
ル
ト
の
弁
証
法
神
学
や、

新
ト
マ
ス
主
義、

リ
ル
ケ
の
『
マ
ル
テ

の
手
記』、
『
ド
ゥ
イ
ノ
悲
歌』

も
実
存
主
義
の
流
れ
の
中
で
理
解
さ

れ
る。

さ
ら
に
は、

デ
ュ
ア
メ
ル、

モ
ー
リ
ヤ
ッ
ク、

ネ
ル
ヴ
ァ
ル、

サ
ン
ト・
ブ
ー
ヴ
な
ど
の
文
学
者、

オ
ル
ダ
ス・
ハ
ク
ス
リ
ー、

ヴ
ァ

レ
リ
ー
な
ど
の
批
評
精
神
も
そ
の
流
れ
に
含
ま
れ
る
と
し
て
い
る。

ま
た、
『
1
9
4
6
』

を
読
む
と
明
白
な
よ
う
に、

こ
れ
ら
の
小

説
家、

宗
教
家、

哲
学
者
の
多
く
が
『
1
9
4
6
』

に
肯
定
的
に
登

場
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と、

そ
の
中
で
加
藤
が
理
想
化
し
た
ヴ
ァ
レ

リ
ー
や、

一

っ
丸
ご
と
章
が
書
か
れ
た
ハ
ク
ス
リ
ー
も
こ
の
「
実
存

主
義
者」

の
中
で
括
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら、
加
藤
は
『
1
9
4
6
』

を
加
藤
が
体
得
し
た
実
存
主
義
的
立
場
で
書
い
て
い
た
と
い
え
る。

こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
精
神
的
風
土
」

は、
「
超
越
的
精

神
と
反
歴
史
主
義
と
精
神
主
義
の
業
々
な
ヴ
ア
リ
ア
シ
オ
ン
と
に
依

つ
て、

人
間
存
在
の
賓
存
的
自
覺
を
深
め
る
同
時
代
人
に
共
通
な
態

度
に
由
来
す
る」

と
い
う。

四

そ
し
て、

加
藤
は
実
存
主
義
と
い
う
言
葉
の
多
義
性
が
誤
解
を
生

む
と
し
て、
「
人
間
探
究
の
賓
存
的
態
度」

と
呼
ぶ
べ
き
だ
と
し
て

い
る。

つ
ま
り、

人
間
存
在
を
探
究
す
る
態
度
が
実
存
主
義
と
い
う

こ
と
に
な
る。

こ
の
定
義
は、

前
述
の
「
サ
ル
ト
ル
の
誤
解」

で
の
定
義
よ
り
も

か
な
り
拡
大
的
な
解
釈
と
な
る。

限
界
状
況
に
眼
を
背
け
ず
に
生
き
る
こ
と
を
主
張
し、

そ
こ
に
超

越
者
と
の
交
わ
り
の
可
能
性
を
説
い
た
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
定
義
と
は
人

間
の
具
体
的
な
存
在
性
に
着
目
す
る
点
で
は
類
似
し
て
も、

二
0
世

紀
の
様
々
な
文
学
者
を
実
存
主
義
と
す
る
加
藤
の
定
義
は
ヤ
ス
パ
ー

ス
よ
り
広
す
ぎ
る。

ま
た、

真
の
キ
リ
ス
ト
と
の
つ
な
が
り
を
主
張

し、

そ
れ
が
人
間
の
絶
望
か
ら
抜
け
出
る
唯
一

の
道
と
し
た
キ
ル
ケ

ゴ
ー
ル
と
は、

キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
前
提
が
な
い
た
め
に
か
な
り
離

れ
る。

世
界
11

内
11

存
在
及
び
現
存
在
と
し
て
の
人
間
を
存
在
論

的
に
分
析
す
る
こ
と
で
存
在
自
体
を
探
究
し
よ
う
と
し
た
ハ
イ
デ
ッ

ガ
ー
の
哲
学
と
も
違
う。

人
間
の
主
体
性
を
中
心
に
据
え
る
点
を
考

え
る
と
サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
見
解
と
近
い

が、

サ
ル
ト
ル
も
加
藤
の
よ
う
な
拡
大
的
な
解
釈
は
し
て
い
な
か
っ

た
だ
ろ
う。

つ
ま
り、

加
藤
は、

西
洋
の
「
実
存
哲
学」

と
は
別
の

実
存
主
義
の
「
日
本
化」

を
行
っ
て
い
る
と
い
え
る。

ま
た、

第
三
章
の
最
後
で
述
べ
る
よ
う
に
加
藤
に
と
っ
て
は
何
か

超
越
的
な
価
値
へ
の
意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
論
者
は
考
え



る
が、

サ
ル
ト
ル
以
前
の
実
存
哲
学
の
流
れ
を
考
え
た
場
合、

当
時

の
加
藤
の
実
存
主
義
が
西
洋
に
お
け
る
絶
対
的
超
越
神
の
観
念
を
度

外
視
し、

存
在
の
具
体
性、

現
実
性、

一

回
性
に
着
目
し
て
成
り
立

っ
と
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
る
べ
き
だ。

最
後
に
引
用
す
る
の
が、
『
1
9
4
6
』

出
版
後
に
書
か
れ
た
『
サ

(
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ル
ト
ル
と
革
命
の
哲
学

現
代
フ
ラ
ン
ス
書
籍
展
の
印
象』
で
あ
る。

こ
の
文
中
で、
加
藤
は、
サ
ル
ト
ル
の
「
唯
物
論
と
革
命」

を
「
唯

物
弁
證
法
を
批
判
し
な
が
ら、
彼
自
身
の
革
命
の
哲
学
を
探
求
し
た」

と
す
る。

加
藤
は、
「
ゲ
ノ
ー
論」

か
ら
既
に
公
式
主
義
批
判
の
傾

向
が
あ
る
が、

注
目
す
る
べ
き
は、

加
藤
が
「
人
間
精
神
の
実
在
的

態
度
は
同
時
に、

最
も
革
命
的
で
あ
る
と
い
う
見
解」

と、
「
実
存

主
義
哲
学
か
ら
行
動
の
原
理
を
導
き
行
動
の
原
理
を
興
へ
な
い
ハ
イ

デ
ッ
ガ
ー
か
ら
サ
ル
ト
ル
自
ら
を
区
別
す
る」

と
こ
ろ
で
あ
る。

つ
ま
り、

加
藤
は、

実
存
主
義
と
革
命
を
一

致
す
る
も
の
と
し
て

考
え
る
サ
ル
ト
ル
の
見
解
を
画
期
的
な
も
の
と
評
価
し
て
い
る
の
で

あ
る。

一

九
四
六
年
の
段
階
で
は、

ま
だ
加
藤
は
サ
ル
ト
ル
の
名
前
を
出

し
た
文
章
を
出
し
て
い
な
い。

そ
し
て、
一

九
四
七
年
の
始
め
に
よ

う
や
く
サ
ル
ト
ル
の
名
前
を
出
す
が、

そ
の
際
サ
ル
ト
ル
に
つ
い
て

の
詳
し
い
言
及
は
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い。

ま
た、

サ
ル
ト
ル
の
実
存

主
義
定
義
『
実
存
主
義
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
る』

は
一

九
四
五

年
の
講
演
で
あ
り、
加
藤
が
い
つ
そ
れ
を
読
ん
だ
か
は
わ
か
ら
な
い。

し
た
が
っ
て、

論
者
と
し
て
は
加
藤
の
サ
ル
ト
ル
ヘ
の
接
近
は

『
一

九
四
六』
の
三
か
月
後
に
書
か
れ
た
「
サ
ル
ト
ル
と
革
命
の
哲
学」

以
降
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る。

つ
ま
り、

こ
の
頃
か
ら
加
藤
は
サ

ル
ト
ル
の
実
存
主
義
に
傾
く
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う。

加
藤
の
サ
ル

ト
ル
ヘ
の
流
れ
は
第
四
章
の
最
後
に
も
述
べ
る
が、

無
神
論
的
で
社

会
主
義
と
も
親
和
性
の
あ
る
サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
に
キ
リ
ス
ト
教

徒
で
は
な
い
加
藤
が
惹
か
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
必
然
的
な
も
の
が
あ

る。
基
本
的
に、

加
藤
の
『
1
9
4
6
』

は、

政
治
的
ラ
デ
ィ
カ
リ

ズ
ム
（
革
命
を
主
張
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義）

と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

が
大
き
な
特
徴
と
さ
れ
る
が、

こ
れ
ま
で
実
存
主
義
に
注
目
し
て

『
1
9
4
6
』

が
考
察
さ
れ
た
こ
と
は
な
い。

次
章
で
は
加
藤
の
実

存
主
義
的
記
述
に
着
目
し
て
『
1
9
4
6
』

を
観
察
し
て
い
き
た
い。

第
三
章

加
藤
の
実
存
主
義
思
想
か
ら
読
む
『
1
9
4
6
』

『
1
9
4
6
』

に
お
け
る
加
藤
の
最
初
の
論
文
は、
「
新
し
き
星
菫

派
に
つ
い
て」

で
あ
る。

星
菫
派
と
は、

も
と
も
と
星
を
眺
め、

菫
に
ふ
れ
て
感
激
し、

涙

を
流
す
よ
う
な、

与
謝
野
鉄
幹
が
主
宰
し
た
『
明
星』

な
ど
の
読
者

(
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を
椰
楡
し
た
言
葉
で
あ
る。

中
村
真
一

郎
に
よ
れ
ば、

加
藤
が
批
判

し
た
星
菫
派
と
は、

堀
辰
雄
の
周
囲
に
い
た
津
村
信
夫、

野
村
英
夫

(

20
)
 

な
ど
の
『
四
季』、
『
胡
桃』

の
詩
人
を
指
す
と
い
う。

加
藤
は、
「
南

四
四



京
陥
落
の
旗
行
列
と
人
民
戦
線
大
検
挙
と
に
依
っ
て
戦
争
の
影
響
が

凡
ゆ
る
方
面
に
決
定
的
と
な
っ
た
後
に、

甘
歳
に
達
し
た
知
識
階
級」

と
述
べ
て
お
り、

一

九
四
六
年
当
時、

二
〇
＼
二
九
歳
の
人
間
（
加

藤
は
二
七
歳）

と
い
う
こ
と
に
な
る。

つ
ま
り、

こ
の
文
章
は、

同

世
代
批
判
の
文
章
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。

最
初
に、

星
菫
派
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は、

海
外
の
文
学、

音

楽、

藝
術
に
通
暁
し
た
良
家
の
医
者
で
あ
る。

加
藤
は、

戦
争
で
自

分、

及
び
友
人
が
死
ぬ
こ
と
を
「
堪
え
難
い
」

と
話
し、

そ
の
青
年

に
「
敗
戦
主
義」

の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
と
い
う。

加
藤
は、

こ

の
青
年
を
様
々
に
批
判
す
る。

此
処
に
寸
嘔
の
良
心
の
苛
責
を
感
じ
る
こ
と
な
し
に、

最
も
狂

信
的
な
好
戦
主
義
か
ら
平
和
主
義
に
変
り
得
る
青
年、

殆
ど
総

て
の
良
き
芸
術
に
可
な
り
深
い
理
解
を
示
し
な
が
ら、

そ
の
教

養
が
彼
の
父
親
の
戦
時
利
得
を
侯
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
っ

た
と
云
う
こ
と
を
理
解
し
な
い
青
年、

か
な
り
の
本
を
読
み、

相
当
洗
練
さ
れ
た
感
覚
と
論
理
と
を
も
ち
な
が
ら、

凡
そ
重
大

な
歴
史
的
社
会
的
現
象
に
対
し
新
聞
記
事
を
繰
り
返
す
以
外
一

片
の
批
判
も
な
し
得
な
い
青
年、

充
分
に
上
品
で
あ
り、

誠
実

で
あ
り、

私
の
如
き
友
人
に
対
し
て
さ
え
遺
憾
な
く
親
切
で
あ

り
な
が
ら
（
私
も
ま
た
彼
と
の
接
触
に
は
出
来
る
だ
け
の
親
切

を
以
て
答
え
よ
う）、

例
え
ば、

彼
の
父
の
如
き
軍
国
の
支
配

四
五

階
級
の
犬
共
が
搾
取
し、

殺
叡
し、

侮
辱
し
た
罪
な
き
民
衆
に

対
し
て
は、

全
く
無
感
覚
な
青
年
が
い
る。

こ
の
部
分
で
は、

星
菫
派
の
青
年
の
戦
中
の
態
度
が
強
く
批
判
さ

れ
る。

こ
の
批
判
内
容
を
詳
し
く
読
む
と、

青
年
が
自
分
の
教
養
が

ど
こ
か
ら
き
て
い
る
の
か
理
解
し
て
い
な
い
こ
と、

歴
史
的
社
会
的

な
現
象
を
自
分
で
把
握
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と、

苦
し
め
ら
れ

て
い
る
民
衆
に
対
し
て
無
感
覚
な
こ
と、

が
大
き
な
批
判
点
と
な
っ

て
い
る。

こ
れ
は、
「
人
間
探
究
の
実
存
的
態
度」、

「
人
間
存
在」

へ
の
意
識、

を
備
え
て
い
な
い
人
間
へ
の
批
判
で
あ
っ
た。

こ
の
星
菫
派
は、

野
蛮
な
社
会
か
ら
「
詩
と
哲
学」、
「
静
け
さ
と

孤
独」

に
逃
避
す
る。

星
菫
派
の
持
っ
て
い
る
思
想
は、
「
現
実
に
対
し
て
無
力
な
哲
学、

歴
史
を
判
断
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
思
想」

で
あ
り、
「
安
心
し
て

「
不
安
の
哲
学」

や
「
危
機
の
神
学」

の
噂
話
を
し
て
い
た
に
す
ぎ

な
い
」

の
だ。
「
不
安
の
哲
学」

と
は、

加
藤
に
実
存
主
義
と
呼
ば

れ
た
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル、

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
も
の
で
あ
り、
「
危
機
の

神
学」

も
「
二
0
世
紀
精
神」

と
し
て
の
実
存
主
義
と
さ
れ
た
カ
ー

ル
・

バ
ル
ト
の
も
の
で
あ
る。

星
菫
派
は、
「
人
間
に
関
す
る
知
識」

に
乏
し
く、

詩
と
哲
学
を

唱
え
な
が
ら、

実
存
主
義
の
書
『
ド
ウ
イ
ノ
悲
歌』、
『
存
在
と
時
間』

す
ら
読
ん
で
い
な
い
。



こ
の
よ
う
な
加
藤
の
星
菫
派
批
判
の
態
度
は、
『
1
9
4
6
』

の

(
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次
作
「
或
る
時
一

冊
の
亡
命
詩
集
の
余
白
に」

で
も
変
わ
ら
な
い。

こ
の
文
章
で
は、

戦
中
に
加
藤
が
読
ん
だ
西
洋
亡
命
詩
人
の
詩
と

そ
の
想
い
出、
さ
ら
に
は
星
菫
派
批
判
が
書
か
れ
て
い
る。

加
藤
は、

冒
頭
か
ら
ヘ
ル
マ
ン
11

ナ
イ
セ
の
破
滅
や
爆
弾、

死
か
ら
逃
れ
る
詩、

パ
リ
で
の
平
和
を
詠
う
詩
を
引
用
す
る。

こ
れ
ら
は
不
安
や
死
と
そ

こ
か
ら
の
脱
出
が
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る。

ま
た、

加
藤
は、

疎

開
先
で
亡
命
詩
人
の
詩
を
読
み、
「
美
し
き
自
然、

変
わ
ら
ざ
る
浅

間
の
噴
煙
と
落
葉
松
の
森、

雲
と
風
と
小
川
の
き
ら
め
き
と
に
遥
か

に
エ
リ
ゼ
ー
を
想
う
砂
漠
の
人
の
如
く、

瑞
西
山
中
の
平
和
と
文
明

と
を
夢
見
て
い
た」

と
述
べ
る。

こ
の
部
分
は、

星
と
菫
を
詠
っ
た

星
菫
派
と
類
似
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る。

加
藤
は、

ヘ
ル
マ
ン
11

ナ
イ
セ
の
「
私
自
身
に
も

世
界
に
も

不
平
が
な
い
の
だ」

と
平
和
を
謳
歌
す
る
詩
を
引
用
し、
カ
ロ
ッ
サ、

ヴ
ィ
ク
タ
ー、

リ
ル
ケ
の
愛
好
家
（
星
菫
派）

と
そ
っ

く
り
だ
と
皮

肉
る。

し
か
し
な
が
ら、

ヘ
ル
マ
ン
11

ナ
イ
セ
の
詩
は
そ
こ
か
ら
変

転
し、

故
郷
を
捨
て、

死
の
恐
怖
に
向
か
っ
て
い
く。

加
藤
は
「
死」

を
意
識
す
る
存
在、

平
和
の
裏
に
あ
る
危
機
の
可
能
性
に
対
す
る
意

識
を
重
要
視
し
て
お
り、

総
じ
て
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
日
常
性
概
念
か

ら
脱
し
た
よ
う
な
意
識
に
重
き
を
置
い
て
い
る。

亡
命
し
た
西
洋
詩

人、

小
説
家
は
「
死
の
相
の
下」

に、

死
や
絶
望
を
意
識
し
な
が
ら

書
い
た
か
ら
美
し
か
っ
た
の
だ、

と
加
藤
は
述
べ
て
い
る。

そ
し
て、

詩
人
の
苦
痛
を
伴
っ
た
運
命
が
「
そ
の
個
性
を
時
代
の

一

般
的
な
体
験
と
融
合
さ
せ
た
の
で
あ
る」

と
い
う、

ト
マ
ス
・

マ

ン
の
文
章
に
賛
同
し、

そ
の
よ
う
な
生
き
方
こ
そ
が
普
遍
性
を
獲
得

す
る
の
だ
と
加
藤
は
主
張
し
て
い
る。

こ
こ
が、

加
藤
と
星
菫
派
を

分
け
る
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
の
だ
ろ
う。

そ
し
て、

こ
の
文
章
で
も、

死
や
不
安、

危
機、

苦
痛
な
運
命
と
い
う
よ
う
な
具
体
的、

一

回
的

な
人
間
存
在
の
在
り
方
を
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る。次

に
加
藤
の
実
存
主
義
的
傾
向
が
『
1
9
4
6
』

で
表
現
さ
れ
る
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の
は、
「
金
椀
集
に
就
い
て」

に
お
い
て
で
あ
る。

こ
の
文
章
に
関
し
て
は、

立
命
館
大
学
の
『
加
藤
周
一

青
春
ノ
ー

(
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ト
（
以
下
青
春
ノ
ー
ト）
』

に
明
確
な
構
想
が
あ
る。

つ
ま
り、

加

藤
は
『
1
9
4
6
』

の
五
年
前
に
金
椀
集
に
つ
い
て
の
文
章
の
構
想

を
し
て
い
た
こ
と
に
な
る。

『
青
春
ノ
ー
ト』

時
の
金
椀
集
論
に
は、
「
孤
独」

と
い
う
文
字
が

登
場
す
る
も
の
の、

そ
の
重
要
度
は
低
い。

ま
た、

主
に
加
藤
は
実

朝
を
芸
術
至
上
主
義
者
と
し
て
描
い
て
い
る。
『
青
春
ノ
ー
ト
』

で

は、

実
朝
は
「
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
ー
ト」

で
「
社
会
学
よ
り
は
形
而
上

学
或
ひ
は
美
学」

に
傾
い
て
お
り、
「
芸
術
至
上
主
義
者」

と
さ
れ

る。

当
時
の
加
藤
は、

真
淵
や
子
規
の
実
朝
観
を
引
き
合
い
に
出
し

な
が
ら、

実
朝
を
「
田
園
詩
人」

で
「
現
実
の
バ
ク
露」

に
は
興
味

が
な
く、
「
藝
術
家
の
魂
の
孤
独」

を
抱
い
た
「
メ
タ
フ
ィ
ジ
ー
ク」

四
六



な
人
物
と
評
し
て
い
る。

そ
れ
に
対
し、

『
1
9
4
6
』

版
は、

実
存
的
な
人
物
と
し
て
実

朝
を
捉
え
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
。

加
藤
は、
実
朝
が
暗
殺
を
「

明
ら
か
に
予
期
し、
危
険
を
前
に
し
て、

危
険
を
避
け
る
こ
と
を
考
え
る
代
り
に、

危
険
を
前
に
し
た
人
間
を

歌
お
う
と
試
み
た」

と
す
る。

実
朝
は
逃
避
を
行
う
前
に、

危
険
を

前
に
し
た
人
間
存
在
を
歌
お
う
と
し
た
の
だ。

そ
の
表
現
は、
「

逃

れ
難
い
必
然
と、

抗
し
難
い
運
命
と
の
下
で、

人
間
の
小
さ
な
葦
が

永
遠
を
希
っ
て
い
る、

悲
劇
的
な
世
の
中」

を
詠
う
も
の
だ
っ
た。

こ
こ
で
は
加
藤
は、

実
朝
に
現
実
逃
避
性
は
な
い
と
見
て
い
る。

死
の
前
兆
を
至
る
処
に
見
た
人
間
が、

世
の
中
を
逃
避
出
来
る

も
の
だ
と
考
え
て
い
た
は
ず
は
あ
る
ま
い
。

彼
は、

政
治
的
現

実
か
ら
逃
避
し
た
の
で
は
な
く、

却
っ
て
そ
れ
を
直
視
し
た。

た
だ
死
の
相
の
下
に
直
視
し
た
の
で、

政
治
的
行
動
の
相
の
下

に
分
析
し
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る。

彼
の
現
実
に
対
す
る
態
度

か
ら
は、

何
等
の
行
動
も、

逃
避
と
云
う
行
動
さ
え
も、

出
て

来
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た。

実
朝
の
「
孤
独
な
魂」
を
社
会
に
表
現
し
た
も
の
が
「
金
椀
集
」

だ
っ

た
の
だ。

そ
れ
は
実
朝
が、
「

一

切
の
現
実
を
そ
の
中
心
に
あ
る
在

る
己
の
悲
劇
的
存
在
に
要
約
し
」

た
作
品
で
あ
る。

四
七

加
藤
の
説
明
を
読
む
限
り、

加
藤
が
実
朝
を、
「
人
間
探
究
の
実

存
的
態
度
」

を
持
っ
た
人
間
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
は
疑
い
よ
う

が
な
い。

文
中
で、

加
藤
は、

実
朝
が
実
存
的
態
度
を
持
っ
て
い
た

こ
と
を
幾
度
も
説
明
し
て
い
る。
「
世
の
中
に
あ
る
人
間
精
神
の
孤

独、

死
と
共
に
在
る
絶
対
の
孤
独」、
「
烈
し
い
孤
独
の
底
で、

己
の

悲
劇
的
存
在
を
見
つ
め、

全
身
の
情
熱
を
こ
め
て
自
ら
の
永
遠
を、

捉
え
よ
う
と
試
み」、

と
い
う
表
現
は、
「
新
し
き
星
菫
派
に
つ
い
て」

や
「
或
る
時
一

冊
の
亡
命
詩
集
の
余
白
に
」

だ
け
で
な
く、

第
二
章

で
挙
げ
た
『
1
9
4
6
』

以
外
の
文
献
に
お
け
る
加
藤
の
実
存
主
義

的
態
度
と
も
一

致
す
る。

次
は、
「
オ
ル
ダ
ス・
ハ
ッ
ク
ス
リ
の
回
心」
で
あ
る。

ハ
ク
ス
リ
ー

は、

前
述
の
「

サ
ル
ト
ル
及
び
実
存
主
義
は
何
処
に
あ
る
か」

で
実

存
主
義
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
人
物
で
あ
り、

加
藤
は
ハ
ク
ス
リ
ー

の
思
想
展
開
を
追
う
こ
と
で、

ハ
ク
ス
リ
ー
が
実
存
主
義
的
人
間
と

し
て
絶
対
主
義
に
傾
い
た
こ
と
を
説
明
す
る。

ま
ず
加
藤
は、

ハ
ク
ス
リ
ー
の
「

パ
ス
カ
ル
論」

に
注
目
し、

ハ

ク
ス
リ
ー
の
パ
ス
カ
ル
批
判
が、

そ
の
相
対
主
義
的
立
場
ゆ
え
に
パ

ス
カ
ル
の
立
場
を
認
め
て
し
ま
っ
た
と
す
る。

し
か
し、

次
第
に
ハ

ク
ス
リ
ー
は
相
対
主
義
か
ら
脱
し、

神
秘
主
義
(
―

つ
の
立
場
を
主

張
す
る
と
い
う
意
味
で
絶
対
主
義）

に
向
か
う。
「
肯
定
か
否
定
か

の
二
者
択
一

が、

最
後
的
に
要
求
せ
ら
れ
る
深
淵
を
前
に
し
て
は」、

相
対
主
義
は
「
破
れ
な
け
れ
ば
な
ら」

な
い
。

そ
れ
ゆ
え、

ハ
ク
ス



の
「
最
も
典
型
的
な
表
現」

が
ハ
ク
ス
リ
ー
で
あ
る、

と
加
藤
は
主

張
す
る。

リ
ー
は
絶
対
主
義
に
向
か
っ
た
と
さ
れ
る。

加
藤
は、
「
肯
定
か
否
定
か」

を
必
要
と
し
な
い
日
常
的
原
理
は、

「
そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
間
存
在
の
危
機
的
立
場
乃
至
原
理
と
は、

な
り
得
な
い」

と
断
言
す
る。

こ
こ
で
も
加
藤
が
「
人
間
存
在
の
危

機
的
立
場
乃
至
原
理」

に
着
目
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る。

ハ
ク
ス
リ
ー
の
「
パ
ス
カ
ル
論」

か
ら
「
永
遠
の
哲
学」

ま
で
の

一

六
年
間
は、

彼
を
「
二
0
世
紀
の
人
間」

に
し
た
と
い
う。

こ
の

「
二
0
世
紀
の
人
間」

と
は、

加
藤
が
実
存
主
義
者
と
し
た
人
物
達

の
こ
と
で
あ
ろ
う。

加
藤
は、
「
二
0
世
紀
の
宿
命
の
集
中
的
表
現」

を
戦
争
と
す
る。

そ
し
て、

「
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
知
性
が、

神
秘
主
義
と
隣
り
合
わ
せ」

で
あ

る
世
紀、

ア
ラ
ン
が、

ベ
ル
グ
ソ
ン
の
な
か
で
た
だ
―
つ
時
代

と
共
に
古
び
た
観
念
は
進
化
evolution
と
云
う
一

九
世
紀
的

観
念
で
あ
る
と
云
っ
た
超
歴
史
主
義
の
世
紀、

ヒ
ト
ラ
ー
の
暴

力
に
「
余
は
終
末
論
的
に
eschatologisch
に
生
き
る」

の
一

旬
を
以
て
応
じ
た
バ
ル
ト
と、

人
間
存
在
の
超
歴
史
的
構
造
を

(

26
)
 

嘗
て
な
い
深
さ
で
探
求
し
た
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ァ
と
の
世
紀

「
サ
ル
ト
ル
及
び
実
存
主
義
は
何
処
に
あ
る
か」
に
お
け
る、
「
二
〇

世
紀
精
神
そ
の
も
の
が、

そ
の
賓
存
的
態
度
に
依
つ
て
最
も
鮮
や
か

に
一

九
世
紀
精
神
か
ら
福
別
さ
れ
る」

と
い
う
加
藤
の
言
葉
を
こ
こ

に
当
て
は
め
る
な
ら
ば、

二
0
世
紀
の
実
存
的
態
度
の
典
型
が
ハ
ク

ス
リ
ー
と
し
て
加
藤
に
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る。

『
1
9
4
6』

の
加
藤
の
文
章
は
全
部
で
九
つ
だ
が、

今
ま
で
見

て
き
た
よ
う
に、

実
存
主
義
的
思
想
が
根
底
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

は、
「
新
し
き
星
菫
派
に
つ
い
て」、
「
或
る
時
一

冊
の
亡
命
詩
集
の

余
白
に」、
「
金
椀
集
に
就
い
て」、
「
オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ッ
ク
ス
リ
の
回

心」

の
四
つ
に
及
ぶ。

他
の
五
篇
で
は、

こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
人
間
性、

理
性、

政
治
的
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム、

西
洋
思
想、

文
学
の
豊
富
な
知

識
が
『
1
9
4
6』

の
大
き
な
特
徴
だ
が、

そ
れ
ら
と
加
藤
な
り
の

実
存
主
義
的
思
想
と
は
近
接
し
て
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る。

勿
論、

加
藤
が
感
じ
た
死
や
絶
望、

不
安、

孤
独
と
い
う
戦
争
体

験
は、

日
本
の
戦
争
に
批
判
的
で、

苦
し
い
経
験
を
し
た
人
々
に
は

共
通
の
体
験
で
あ
り、

加
藤
の
実
感
だ
け
が
個
性
的
な
も
の
だ
と
は

い
え
な
い
だ
ろ
う。

そ
の
意
味
で
は、

加
藤
の
世
代
の
反
戦
知
識
人

は
実
存
的
問
題
を
抱
え
て
い
た
と
い
え
る。

『
1
9
4
6』
の
共
著
者
中
村
真一

郎
も、
福
永
武
彦
も
『
1
9
4
6』

で
サ
ル
ト
ル
や
実
存
主
義
に
つ
い
て
は
書
い
て
い
る。

例
え
ば、

福

四
八



(
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永
は
「
文
学
の
交
流」

で
当
時
の
世
界
文
学
で
「
最
も
独
創
的
な
主

流
を
為」

し
て
い
る
文
学
者
と
し
て、

フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
と
サ
ル
ト
ル

を
挙
げ、

サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
が
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
に
も
あ
る
こ
と

(
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を
述
べ
て
い
る。

中
村
も、
「
田
舎
か
ら
の
手
紙」

で
実
存
哲
学
の

(
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名
前
を
出
し、
「
日
本
に
於
け
る
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
」

で
は、

ヘ
ッ

セ
を
「
人
間
実
存
へ
の
飽
く
な
き
追
求」

を
行
っ
た
人
物
と
考
え
る

青
年
を
主
人
公
に
し
て
い
る。

し
か
し、
加
藤
は
『
1
9
4
6
』

で、
実
存
主
義
的
見
地
か
ら
「
星

菫
派」

批
判
を
行
い、

他
の
著
作
に
お
い
て
実
存
主
義
か
ら
議
論
展

開
を
起
こ
し、

そ
の
定
義
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る。

戦
後、
「
実

存
主
義」

が
流
行
し
て
い
た
こ
と
は
加
藤
も
「
サ
ル
ト
ル
の
誤
解」

な
ど
で
再
三
述
べ
て
い
る
が、

加
藤
は
そ
の
流
行
と
は
区
別
さ
れ
る

彼
な
り
の
実
存
主
義
理
解
を
持
っ
て
い
た
の
だ。

こ
れ
ま
で
の
ま
と
め
と
し
て、
『

1
9
4
6
』

時
の
加
藤
の
実
存

主
義、

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム、

社
会
主
義
の
関
連
性
を
加
藤
の
超
越
ヘ

の
意
識
に
よ
っ
て
関
連
付
け
た
い
。

ま
ず、
「
ジ
ャ
ン
・

ゲ
ノ
ー
論」

に
お
い
て、

加
藤
は
社
会
主
義

を
支
持
し
な
が
ら
も
そ
の
公
式
性
は
否
定
し、

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が

社
会
主
義
に
先
行
す
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る。

次
に
実
存
主

義
と
社
会
主
義
と
の
関
係
だ
が、

前
掲
の
「
サ
ル
ト
ル
と
革
命
の
哲

学

現
代
フ
ラ
ン
ス
書
籍
展
の
印
象」

に
お
い
て、

加
藤
は
「
カ
ト

リ
シ
ス
ム
と
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ム
と
が
現
代
の
最
も
大
き
な
問
題
で
あ
る

四
九

が、

そ
の
何
れ
の
場
合
に
も
本
来
実
践
的
な
性
格
行
動
の
原
理
と
し

て
の
意
味
が
何
よ
り
も
明
ら
か」

と
し
て、

実
践
性
に
重
き
を
置
い

て
い
る。

そ
れ
ゆ
え、

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
実
存
哲
学
を
「
行
動
の
原

理
を
典
え
な
い
」

も
の
と
し、

サ
ル
ト
ル
の
革
命
を
伴
う
実
存
哲
学

に
画
期
性
を
見
る。

つ
ま
り、

サ
ル
ト
ル
を
通
し
て、

実
存
哲
学
と

社
会
主
義
は
相
補
い
合
う
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る。

こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も、

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
前
提
と
し
て
い
る。

こ
こ
で、

加
藤
の
後
年
の
文
章
を
挙
げ
て
こ
れ
ら
の
関
連
性
を
考

(
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察
す
る。
『
戦
争
と
知
識
人』

で
は、

戦
中
日
本
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

に
超
越
し
た
価
値
観
を
持
ち
え
た
人
物
は、

イ
ギ
リ
ス
民
主
主
義
を

学
ん
だ
人
物、

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
思
想
を
学
ん
だ
人
物、

キ
リ
ス
ト

教
の
信
者、

マ
ル
ク
ス
主
義
者
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る。

ま
た、
『
吉

(
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満
義
彦
全
集』

の
あ
と
が
き
で
は、

当
時
の
加
藤
が
軍
国
主
義
を
否

定
し
た
理
由
に
つ
い
て
「
個
別
的
な
一

文
化
に
固
有
の
基
準
で
は
な

く、

す
べ
て
の
個
別
的
な
文
化
に
超
越
す
る
普
遍
的
な
基
準
を
も
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い、

と
考
え
て
い
た
か
ら」

と
述
べ
て
い
る。

加

藤
は、

絶
対
的
に
普
遍
的
な
も
の
を
「
超
越
的」

な
も
の
と
言
い
換

え、

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム、

民
主
主
義、

マ
ル
ク
ス
主
義、

キ
リ
ス
ト

教
を
社
会
的、

歴
史
的
状
況
か
ら
超
越
で
き
る、

普
遍
性
を
も
つ
思

想
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る。

そ
し
て、

当
時
の
加
藤
が
こ
れ
ら
の
思
想
全
て
に
共
感
を
持
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と、

孤
独
な、

加
藤
で
い
う
実
存
的
な



状
況
に
い
た
加
藤
は、

超
越
的
な
価
値
に
惹
か
れ
て
い
た
た
め
に、

こ
れ
ら
の
思
想
に
近
づ
い
た
可
能
性
が
あ
る。

加
藤
は、
「
サ
ル
ト

ル
の
誤
解」

で
日
本
に
お
け
る
超
越
的
な
も
の
の
欠
如
を
述
べ
て
お

り、

そ
れ
へ
の
憧
れ
を
加
藤
は
当
時
か
ら
持
っ
て
い
た
は
ず
だ。

つ
ま
り、

当
時
の
加
藤
は
普
遍
性
を
希
求
し
て
い
た
と
い
え
る。

加
藤
に
実
存
主
義
を
教
え
た
吉
満
義
彦
（
詳
し
く
は
後
述）

の
実
存

主
義
も
キ
リ
ス
ト
教
的
普
遍
性
か
ら
の
実
存
主
義
を
唱
え
て
い
る。

当
時
の
加
藤
に
お
い
て、

実
存
主
義、

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム、

社
会

主
義
は
そ
の
超
越
性（
絶
対
的
普
遍
性）
と
い
う
点
で
類
似
性
を
持
っ

て
い
た
と
は
い
え、

そ
の
中
で
の
明
確
な
論
理
的
位
置
付
け
は
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
（
勿
論、
『
1
9
4
6』
で
説
明
し
た
よ
う
に、

加
藤
が
そ
の
人
間
存
在
を
強
く
意
識
し
た
状
態
だ
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い）。

そ
れ
ゆ
え、

加
藤
の
社
会
主
義
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
も
雑
然
と
し

た
形
で一
致
さ
せ
ら
れ
て
お
り、

社
会
主
義
と
実
存
主
義
を一
致
さ

せ
る
サ
ル
ト
ル
に
加
藤
は
共
感
し
た
と
い
え
る。
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

と
実
存
主
義
も
超
越
的
な
価
値
を
持
ち
う
る
点
で
加
藤
の
内
部
で
は

一
致
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か。

ま
た、

当
時
の
加
藤
の
見
解
は、
「
実
存
主
義
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ

ム
で
あ
る」

と
い
う
サ
ル
ト
ル
の
見
解
と
の
類
似
性
も
考
え
ら
れ
る

が、

サ
ル
ト
ル
に
お
け
る
実
存
主
義
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は、

人
間
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
の
超
越

神
は
超
越
的
で
あ

る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
は
な
く、

乗
り
越
え
の
意
味
に
お

い
て
の
|
|
と‘

人
間
は
彼
自
身
の
な
か
に
と
ざ
さ
れ
て
い
る

の
で
な
く、

人
間
的
世
界
の
な
か
に
つ
ね
に
現
存
し
て
い
る

と
い
う
意
味
で
の
主
体
性
と、

こ
の
ふ
た
つ
の
も
の
の
結
合
こ

そ、

わ
れ
わ
れ
が
実
存
主
義
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
呼
ぶ
も
の

(
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な
の
で
あ
る。

で
あ
り、
加
藤
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム（
自
由、
平
等、
博
愛、
及
び
理
性）

と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う。

さ
ら
に、

超
越
に
関
し
て
も、

サ
ル
ト

ル
は
自
己
か
ら
の
不
断
の
超
越
で
あ
る
の
に
対
し、

加
藤
は
歴
史
か

ら
の
超
越、

個
人
か
ら
の
超
越
と
し
て
の
超
越
的
な
も
の
（
普
遍
的

な
も
の）

と
い
う
意
味
で
使
用
し
て
お
り、
そ
の
定
義
に
差
が
あ
る。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に、
『
1
9
4
6』

時
の
加
藤
の
思

想
は、

加
藤
な
り
の
実
存
的
状
況
に
お
け
る
超
越
的
な
も
の
へ
の
希

求
か
ら
派
生
し、

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
や
社
会
主
義
に
接
近
し
た
の
だ

と
考
そ
ら
れ
る。

で
は、

加
藤
は
サ
ル
ト
ル
を
知
る
以
前
に、

ど
の
よ
う
に、

そ
し

て
誰
の
解
釈
し
た
実
存
主
義
か
ら
影
響
を
受
け
た
の
だ
ろ
う
か。

論
者
は
そ
の
人
物
を、

戦
後
直
後
に
亡
く
な
っ
た、

カ
ト
リ
ッ
ク

の
哲
学
者、

吉
満
義
彦
で
あ
る
と
考
え
る。

次
章
で
は、

そ
の
仮
定

五
〇



の
下、

吉
満
の
実
存
主
義
理
解
を
加
藤
の
も
の
と
比
較
す
る
こ
と
で

そ
れ
を
証
明
し、
吉
満
の
加
藤
へ
の
影
響
力
の
強
さ
を
説
明
し
た
い
。

第
四
章

吉
満
義
彦
の
実
存
主
義

加
藤
は、

東
京
帝
国
大
学、

本
郷
で
倫
理
学
の
授
業
を
吉
満
か
ら

受
け
て
い
る。

加
藤
は、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
友
人、

垣
花
秀
武
か
ら
カ

ト
リ
ッ
ク
の
第
一

人
者、

岩
下
壮
一

を
知
り、

そ
こ
か
ら
そ
の
弟
子

で
あ
る
吉
満
義
彦
の
著
作
集
を
読
ん
だ
よ
う
だ。

そ
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
よ
う
で、
『
吉
満
義
彦
全
集』
の
編
集
を、

加
藤
は
垣
花
と
共
に
行
っ
て
い
る。

加
藤
は
そ
の
第
五
巻
の
あ
と
が

(
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き
で
こ
う
述
べ
て
い
る。

は
じ
め
て
そ
れ
を
読
ん
だ
と
き
に、

私
は
学
生
で、

か
つ
て
の

自
由
主
義
者
や
社
会
主
義
者
が
大
学
か
ら
追
放
さ
れ
た
り、

沈

黙
を
強
い
ら
れ
た
り
し
て
ゆ
く
の
を、

暗
然
と
眺
め、

ま
た
多

く
の
著
作
家
た
ち
が
「
転
向」

し、

迎
合
し、

便
乗
し
て
ゆ
く

の
を、

不
安
と
軽
蔑
の
混
っ
た
気
持
ち
で
な
が
め
て
い
た。

私

の
周
囲
に
は
知
的
荒
野
が
あ
っ
た。

そ
の
と
き、
『
詩
と
愛
と

(
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実
存』

は、

ほ
と
ん
ど
救
い
の
よ
う
に
み
え
た
の
で
あ
る。

で
は、

加
藤
を
捉
え
た
吉
満
の
実
存
主
義
と
は
如
何
な
る
も
の

だ
っ
た
の
か。

吉
満
の
文
章
か
ら
そ
れ
を
読
み
取
っ
て
い
く。

五

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

吉
満
は、
「
新
し
き
精
神
の
実
存
可
能
性
の
探
究」

と
い
う
問
題

を
西
欧
の
み
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し、
「
普
遍
人
間
的
根
本

規
定」

で
あ
る
と
す
る。

つ
ま
り、

実
存
の
問
題
を
普
遍
的
に
捉
え

て
い
る。

そ
し
て、

英
雄
主
義
と
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
と
い
う
「
二
0
世
紀
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム」

の
時
代
に、

吉
満
は
「
二
0
世
紀
の
ミ
ュ

ト
ス
」

の
創

造
を
唱
え
る。

そ
れ
は、

新
し
い
「
モ
ラ
ル」

を
形
成
す
る。

わ
れ
わ
れ
は
今
日
わ
れ
わ
れ
の
実
存
の
最
も
即
物
的
な
有
限
性

を
身
体
的
本
質
性
を
切
実
に
圧
迫
的
に
承
認
さ
せ
ら
れ、

相
対

性
と
時
間
性
と
の
う
ち
に
「
ま
さ
に
死
の
相
の
下
に
」

死
の
陰

に
わ
れ
わ
れ
の
日
常
性
に
投
げ
こ
ま
れ
て
あ
る
姿
を
自
ら
英
雄

的
に
引
き
受
け
担
い
ゆ
き、

そ
こ
よ
り
運
命
に
身
を
委
ね
る

ミ
ュ

ト
ス
を
期
待
す
る
な
ら
ば、

わ
れ
わ
れ
は
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル

の
『
死
に
至
る
病』

の
分
析
を
今
日
わ
れ
わ
れ
へ
の
診
断
的
勧

告
と
し
て
う
け
と
り
こ
れ
に
き
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う。

新

し
き
詩
が
単
な
る
手
法
に
ま
た
単
な
る
質
量
に
依
存
せ
ざ
る
ご

と
く
に、

新
し
き
モ
ラ
ル
は
単
な
る
戒
律
の
問
題
な
い
し
は
行

動
の
指
針
の
問
題
で
は
な
い
。
更
新
さ
る
べ
き
は
精
神
で
あ
る、

思
い
で
あ
り
セ
ン
ス
で
あ
る。

新
し
く
生
ま
る
べ
き
は
「
人
間

そ
の
も
の
」

で
あ
る。



「
新
し
き
モ
ラ
ル
」

と
は、

実
存
の
有
限
性
に
絶
望
せ
ず
に、

死

の
相
の
下
に
日
常
性
に
投
げ
ら
れ
て
い
る
人
間
の
存
在
性
を
引
き
受

け
る
よ
う
な
新
し
い
「
人
間
そ
の
も
の」

で
あ
る
と
さ
れ
る。

な
お、

吉
満
に
よ
れ
ば、
「
実
存
者
の
言
葉
と
は
福
音
書
の
言
葉」

で
あ
り、

吉
満
は
キ
リ
ス
ト
教
信
者
と
し
て
実
存
を
考
え
て
い
る
こ

と
が
分
か
る。

新
し
き
モ
ラ
ル
の
た
め
に、

吉
満
は
「
実
存」

を
問
題
化
す
る。

彼
の
実
存
定
義
を
見
て
み
る。

「
実
存」

と
は
自
ら
を
客
体
化
し
事
物
化
し
て
と
る
こ
と
な
く、

あ
く
ま
で
も
主
体
的
に
人
格
と
し
て
常
に
神
聖
な
る
も
の
の
現

前
に
お
い
て、

し
か
り
「
神
の
実
存
的
現
前」

に
お
い
て
「
時

(
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間」

の
根
源
性
に
お
い
て
意
識
す
る
こ
と
で
あ
る。

つ
ま
り、

実
存
と
は、

意
識
に
よ
っ
て
客
体
化、

対
象
化
さ
れ
た

も
の
で
は
な
く、

自
身
を
主
体
的
人
格
（
人
間）

と
し
て、

絶
対
的

な
も
の
に
対
し
て
意
識
す
る
こ
と
と
定
義
で
き
る。
哲
学
者
ら
し
く、

加
藤
の
定
義
よ
り
は
る
か
に
厳
密
で
あ
る。

さ
ら
に、

吉
満
は、

実
存
的
生
き
方
を
説
明
し
て
い
る。

キ
リ
ス
ト
者
の
生
は、

あ
く
ま
で
も
歴
史
的
責
任
性
に
お
い
て

営
ま
れ
引
き
受
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
も
に、

一

種

の
超
越
的
内
在
と
し
て
超
歴
史
的
生
の
終
末
論
的
自
由
さ
を
も

(
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た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る。

こ
の
「
超
越
的
内
在」

と
「
超
歴
史
的
生」

と
い
う
表
現
は、

そ

の
ま
ま
加
藤
の
「
サ
ル
ト
ル
の
誤
解」

に
登
場
す
る。

吉
満
の
実
存
主
義
に
は‘

―

つ
の
目
的
が
あ
る。

そ
れ
は、

キ
リ

ス
ト
者
と
し
て
実
存
的
に
生
き
る
こ
と
で
新
ト
マ
ス
主
義
的
な
充
足

的
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
を
完
遂
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る。

吉
満
に
と
っ
て
は、

ル
ネ
サ
ン
ス
以
来
の
人
間
中
心
的
人
文
主
義

や
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム、

合
理
主
義、

実
証
主
義
な
ど
近
代
を
代
表
す

る
も
の
は、

人
間
の
神
喪
失、

人
間
の
神
化
の
過
程
で
あ
り、

二
〇

世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
危
機
は
人
間
中
心
主
義
の
限
界
と
し
て
映
っ

た。

そ
れ
は、
「
人
間
性
自
ら
の
問
い
」、

す
な
わ
ち
「
実
存
の
危
機」

を
示
す
も
の
だ
っ
た。

こ
れ
に
対
す
る
吉
満
お
よ
び、

そ
の
師
で
あ
る
ジ
ャ
ッ
ク
・

マ
リ

タ
ン
の
答
え
が、
「
神
中
心
の
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
」

と
し
て
の
「
充

足
的
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム」

で
あ
る。

本
来、

ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
は
キ

リ
ス
ト
教
の
神
の
絶
対
視
に
対
す
る
概
念
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
り、

絶
対
的
超
越
神
へ
の
信
仰
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
か
ら

は
否
定
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る。

危
機
神
学
の
バ
ル
ト
な
ど
は、

人

間
の
原
罪
性
を
強
調
し、

神
に
対
す
る
人
間
の
積
極
的
役
割
を
否
定

す
る。

し
か
し
吉
満
は、

不
安
や
絶
望
と
い
う
限
界
状
況
で、

人
間

五



は
内
在
的
に
神
の
恩
寵
を
受
け
る
こ
と
で
き、

そ
の
恩
寵
を
神
へ
返

し、

ま
た
そ
れ
を
隣
人
愛
に
つ
な
げ
る
と
い
う
点
に
人
間
の
積
極
的

な
役
割
を
見
出
す。

つ
ま
り、

キ
リ
ス
ト
教
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が

両
立
し
う
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る。

吉
満
は、

神
と
そ
の
似
姿
と

し
て
の
人
間
は
神
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
す
る。

こ
れ
が
「
充
足
的

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム」

で
あ
る。

こ
の
「
充
足
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム」

実
現
の
手
段
と
し
て
吉
満
は

実
存
的
な
生
き
方
を
提
唱
す
る
の
だ。

吉
満
の
実
存
主
義
の
考
え
方
は、
既
存
の
キ
リ
ス
ト
教
を
批
判
し、

独
自
の
神
へ
の
向
か
い
方
を
提
唱
し、

そ
れ
に
よ
っ
て
不
安
や
絶
望

を
克
服
す
る
べ
き
と
い
う
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
近
い。

ま
た、

限
界
状

況
に
生
き
る
べ
き
と
し
て、

そ
こ
で
超
越
者
と
結
び
つ
く
こ
と
が
で

き
る
と
す
る
カ
ー
ル
・

ヤ
ス
パ
ー
ス
に
も
近
い。

そ
し
て、

あ
く
ま

で
も
神
か
ら
の
恩
寵
が
人
間
よ
り
先
に
来
る
と
い
う
意
味
で
は
前
述

の
バ
ル
ト
ら
の
危
機
神
学
と
も
近
い
が、

バ
ル
ト
ら
は
人
間
と
神
を

徹
底
的
に
隔
絶
し、

人
間
に
積
極
的
な
役
割
を
与
え
な
い。

(

38
)
 

吉
満
自
身
も
述
べ
て
い
る
が、

人
間
を
死
に
向
か
う
存
在
(
S
e
i
n

zu
m
 
To
de)

と
し
て
人
間
存
在
の
有
限
性
を
示
し
て
い
る
ハ
イ
デ
ッ

ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間』

に
お
け
る
主
張
も、

人
間
の
全
能
性
を
否

定
す
る
吉
満
の
意
見
と
一

致
す
る
部
分
が
あ
る。

だ
が、

ハ
イ
デ
ッ

ガ
ー
は
『
存
在
と
時
間』

で
は
神
に
つ
い
て
述
べ
て
い
な
い。

一

方
で、
サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
で
は、
「
実
存
は
本
質
に
先
立
つ
」

五

と
し
て、
人
間
の
具
体
性、
主
体
性、
一

回
性
を
優
先
す
る。
「
今
こ
こ
」

に
生
き
る
こ
と、

人
間
存
在
の
具
体
的
な
生
に
着
目
す
る
点
で
吉
満

と
意
見
が
一

致
す
る
が、

サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
は
「
神
が
存
在
し

(

39
)
 

て
も
な
ん
の
変
り
も
な
い
」

と
い
う
も
の
で
あ
り、

吉
満
の
充
足
的

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
は
一

線
を
画
す。

吉
満
の
志
向
す
る
対
象
は
キ
リ
ス
ト
信
者
だ
け
の
よ
う
に
思
え
る

が、

吉
満
の
意
図
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た。

「
私
は
決
し
て
説
教
す
る
意
図
は
な
い
。

私
は
た
だ
キ
リ
ス
ト
者

の
解
す
る
社
会
と
歴
史
と
人
間
の
問
題
が
単
な
る
キ
リ
ス
ト
者
の
問

題
で
は
な
く
全
人
類
的
問
題
で
あ
る」
と
吉
満
は
述
べ
る。

つ
ま
り、

キ
リ
ス
ト
信
者
の
問
題
で
あ
る
実
存
主
義
の
問
題
は
全
て
の
人
間
に

当
て
は
ま
る
の
で
あ
る。

加
藤
も
実
存
主
義
を
人
間
一

般
に
当
て
は

ま
る
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
が、

加
藤
の
場
合、

キ
リ
ス
ト
教
と

実
存
主
義
の
関
係
に
つ
い
て
一

定
の
理
解
を
し
て
い
る
も
の
の、

そ

の
関
係
が
決
定
的
で
は
な
く、

そ
れ
が
サ
ル
ト
ル
に
共
感
を
抱
い
た

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る。

加
藤
は
戦
後、

実
存
主
義
を
現
代
以
降
の
問
題
と
す
る
が、

こ
れ

も
吉
満
か
ら
受
け
取
っ
た
も
の
だ
ろ
う。

吉
満
は、

今
日
私
た
ち
が
「
歴
史」

と
「
世
界」

ま
た
「
文
化」

の
根
本

的
問
題
に
根
源
的
な
問
い
を
立
て
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
き、

し

か
も
そ
れ
が
直
接
具
体
的
な
歴
史
的
実
存
に
当
面
し
て
反
省
さ



せ
ら
れ
る
と
き、

そ
れ
は
私
ど
も
に
と
っ
て
純
理
念
的
な
最
普

遍
的
な
人
間
精
神
性
の
ミ
ス
テ
ー
ル
に
か
か
わ
っ
て
―

つ
の
超

、
、
、
、
、

歴
史
的
な
問
い
と
し
て
歴
史
へ
の
い
わ
ば
超
越
的
内
在
の
関
係

と
な
る
人
間
性
救
済
の
心
理
へ
の
問
い
と
な
る
と
い
う
点
な
の

(

40
)
 

で
す。

と
現
代
の
問
題
が
実
存
主
義
と
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

て
い
る。

そ
し
て、

キ
リ
ス
ト
者
の
愛
の
実
現
の
祈
り
の
対
象
は
ま
さ
に
こ
の
私
た

ち
の
お
か
れ
て
い
る
「
今
こ
こ
の
」

私
た
ち
各
々
の
歴
史
的
社

会
で
あ
り、

ア
ダ
ム
と
と
も
に
古
く
し
て、

や
り
直
し
の
で
き

(

41
)
 

ぬ
一

回
性
の
こ
の
歴
史
的
「
世
界」

の
外
に
あ
り
得
ず

と
い
う
よ
う
に、

人
間
の
人
生
の
一

回
性
が
「
今
こ
こ
」

に
あ
る
と

い
う
意
味
で
人
間
実
存
は
説
明
さ
れ
る。

さ
ら
に
は、

私
た
ち
は
歴
史
的
人
間
と
し
て
真
実
に
行
動
的
人
間
で
あ
り
社

会
的
人
間
で
あ
り
な
が
ら、

そ
れ
と
同
時
に
超
歴
史
的
な
超
世

界
的
な
「
聖
霊
に
お
け
る
聖
霊
に
よ
る
自
由
と
平
和」

の
う
ち

に
永
遠
の
生
命
を
「
今
こ
こ
に」

生
き
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

(

42
)
 
ず

と
し
て、

人
間
が
歴
史
に
規
定
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
「
歴
史
的」

で
あ
り
な
が
ら、

そ
の
個
人
の
中
（
今
こ
こ
）

で
永
遠、

絶
対
的、

超
越
的
に
生
き
る
べ
き
と
い
う
存
在
規
定
が
な
さ
れ
て
い
る。

こ
の
個
人
が、

歴
史
的
で
あ
る
と
共
に
超
越
的
で
あ
る
と
い
う
実

存
理
解
は
直
接
加
藤
に
影
響
を
与
え
て
い
る。

ま
た、

吉
満
は、

古
今
東
西
の
偉
大
な
人
間
思
想
に
お
い
て、
「
文

学
と
哲
学
と、

心
理
と
思
想
と
は
分
離」

し
て
お
ら
ず、

モ
ラ
リ
ス

ト
は、
「
人
間
性
の
探
究」

を
行
う
人
間
だ
と
い
う。

こ
の
発
想
は、

加
藤
の
実
存
主
義
定
義、
「
人
間
探
究
の
実
存
的
態
度」

と
非
常
に

近
い。

そ
し
て、

吉
満
は、
「
モ
ラ
リ
ス
ト
に
と
っ
て
は
文
学
も
思

想
も
か
か
る
自
己
自
身
の
い
か
ん
と
も
し
難
き
意
識
の
底
の
底
に
彼

独
り
に
宿
命
的
な
不
安
と
憂
愁
を
も
っ
て
迫
る
も
の
の
告
白
に
ほ
か

な
ら
な
い
」

と
述
べ、

モ
ラ
リ
ス
ト
が
実
存
主
義
者
的
側
面
を
持
つ

こ
と
も
述
べ
て
い
る。

し
か
し、

吉
満
の
実
存
主
義
と
モ
ラ
リ
ス
ト
は
た
だ
近
接
関
係
に

あ
る
だ
け
で
は
な
い。

吉
満
に
と
っ
て
は
「
モ
ラ
リ
ス
ト
的
人
間
探

究
そ
の
も
の
が
ま
さ
に
個
性
に
徹
し
て
営
ま
れ
る
主
体
性
へ
の
倫
理

的
実
存
性
の
捕
捉
に
ほ
か
な
ら
な
い
」

と
さ
れ、

モ
ラ
リ
ス
ム
11

実

存
主
義
と
い
う
理
解
が
成
り
立
つ
。

で
は、

吉
満
の
述
べ
る
実
存
主
義
者
と
し
て
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
の
は
誰
な
の
か。

そ
れ
は、

ト
マ
ス・
ア
ク
イ
ナ
ス、

パ
ス
カ
ル、

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル、

五
四



ニ
ー
チ
ェ
、

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー、

リ
ル
ケ、

ゲ
オ
ル
ゲ、

ジ
ー
ド、

ヴ
ァ

レ
リ
ー、

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
な
ど
で
あ
る。

特
に
リ
ル
ケ
は、
「
人
間
的
実
存
の
不
安
の
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
の
哲
学

的
詩
人」

で
あ
る
と
さ
れ、

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
説
く
「
世
界
ー
内
ー

存
在」

の
詩
人
で
あ
り、
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
な
ど
の
実
存
哲
学
と
同
一

思
想
の
死
へ
の
存
在
と
し
て
の、
不
安
な
る
実
存
者」

と
呼
ば
れ
る。

ま
た、

吉
満
は
「
二
十
世
紀
精
神
の
こ
れ
ら
共
同
宿
命
の
シ
ン
ボ

ル」

と
し
て、

ニ
ー
チ
ェ
、

ゲ
オ
ル
ゲ、

ジ
ー
ド、

ヴ
ァ
レ
リ
ー
を

挙
げ
て
い
る。

こ
こ
も
加
藤
の
実
存
主
義
理
解
と
酷
似
し
て
い
る。

加
藤
は、
「
二
0
世
紀
精
神
そ
の
も
の
が、

そ
の
賓
存
態
度
に
依
つ

て
最
も
鮮
や
か
に
一

九
世
紀
精
神
か
ら
園
別
さ
れ
る
と
云
っ
た
風
の

も
の
だ」

と
述
べ
て
い
る。

加
藤
が、

戦
中
に
『
吉
満
義
彦
著
作
集』

を
読
み
込
ん
で
い
た
こ

と
を
鑑
み
る
と、
彼
が
二
0
世
紀
精
神
を
実
存
主
義
と
見
る
見
方
は、

モ
ラ
リ
ス
ト
の
底
に
実
存
主
義
を
見
る
吉
満
に
学
ん
だ
も
の
と
い
え

る
の
で
は
な
い
か。

し
た
が
っ
て、

吉
満
ー
加
藤
と
い
う
実
存
主
義

の
流
れ
が
存
在
し
た
と
い
え
る。

だ
が、

こ
の
両
者
の
実
存
主
義
や
思
想
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る

の
も
事
実
で
あ
る。

ま
ず、

吉
満
に
お
け
る
超
越
的
な
も
の
は
キ
リ
ス
ト
教
の
神
で
あ

り、

そ
れ
以
外
で
は
な
い。

ま
た、

吉
満
は、

近
代
を
強
く
否
定
し、

五
五

彼
の
理
想
を
ト
マ
ス
・

ア
ク
イ
ナ
ス
な
ど
が
存
在
し
た
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
以
前
の
中
世
に
置
い
て
い
る。

そ
し
て、

二
0
世
紀
の
第
一

次
世

界
大
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
危
機
を
「
人
間
中
心
的
自
然
主
義
な
い

し
唯
物
主
義
に
帰
す
る
立
場
が、
広
く
西
洋
的
な
精
神
史
に
お
い
て、

無
神
論
的
な
悲
劇
的
な
状
況
に
ま
で
押
し
つ
め
ら
れ」

た
せ
い
で
あ

る
と
す
る。

吉
満
は、

デ
カ
ル
ト
か
ら
の
西
洋
哲
学
の
流
れ
を、

カ
ン
ト、
ヘ
ー

ゲ
ル、

マ
ル
ク
ス
の
人
間
の
神
化
過
程
と
し
て
捉
え、

近
代
哲
学
の

理
性
主
義、

人
間
中
心
主
義、

科
学
実
証
主
義
を
批
判
し、

加
藤
が

絶
対
視
し
て
い
た
自
由、

平
等、

博
愛
を
掲
げ
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
の

精
神
も
人
間
中
心
主
義
の
枠
に
入
れ
る。

勿
論、

唯
物
論
は
受
け
入

れ
な
い。

加
藤
は、

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
条
件
に
社
会
主
義、

マ
ル

ク
ス
主
義
に
も
賛
同
し
た
が、

そ
の
点
で
は
正
反
対
で
あ
る。

恐
ら
く
こ
の
相
違
は、

吉
満
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
っ
た
こ
と

が
大
き
な
要
因
だ
ろ
う
が、

西
洋
に
留
学
し
た
後
の
吉
満
の
批
判
の

焦
点
が
第
一

次
大
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
精
神
的
危
機
に
重

き
を
置
い
て
い
た
の
に
対
し、

加
藤
の
視
点
は
第
二
次
世
界
大
戦
中

の
日
本
の
精
神
状
況
に
対
す
る
強
い
反
発
に
置
か
れ
て
い
る
と
い

う、

両
者
の
批
判
対
象
の
違
い
か
ら
も
由
来
す
る
だ
ろ
う。

し
か
し
な
が
ら、

人
間
の
具
体
性、

存
在
性、

限
界
状
況
に
注
目

す
る
内
在
的
態
度
や
実
存
の
定
義
（
客
体
化
で
き
な
い
人
間
の
主
体

性）、

最
終
的
に
は
人
間
愛
を
求
め
る
姿
勢、

人
間
に
積
極
性
を
持



た
せ
る
姿
勢
は
二
人
の
間
で
は
共
通
で
あ
り、

そ
の
他
に
も
普
遍
性

を
求
め
る
態
度
や
二
0
世
紀
精
神
を
実
存
的
と
す
る
姿
勢、

そ
の
用

語
使
用
の
類
似
性
な
ど
か
ら、

吉
満
か
ら
加
藤
へ
の
実
存
主
義
の
流

れ
が
存
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
い
え
る。

加
藤
の
実
存
主
義
に
対
す
る
意
識
は
『
1
9
4
6
』

以
降
も
強
く、

サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
に
加
藤
が
近
づ
く
の
も
『
1
9
4
6
』

か
ら

わ
ず
か
三
か
月
ほ
ど
で
あ
る。

そ
の
こ
と
を
考
え
る
と、

加
藤
に
実

存
主
義
の
火
を
つ
け
た
吉
満
の
思
想
は
日
本
に
お
け
る
実
存
主
義
受

容
史、

加
藤
の
思
想
史
に
お
い
て
重
要
と
い
え
る。

こ
こ
で
興
味
深
い
の
が
加
藤
に
お
け
る
実
存
主
義
の
内
容
で
あ

る。

サ
ル
ト
ル
が
そ
の
「
実
存」

対
「
本
質」

と
い
う
図
式
を
用
い

る
ま
で
は、

実
存
主
義
は
絶
対
的
超
越
神
と
の
関
係
に
お
い
て
成
り

立
つ
も
の
だ
っ
た。

ヤ
ス
パ
ー
ス
や
マ
ル
セ
ル
も
超
越
者
の
存
在
を

前
提
と
し
て
お
り、

吉
満
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る。

し
か
し
な
が

ら、

加
藤
は
そ
の
よ
う
な
受
け
取
り
方
を
せ
ず、

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

を
超
越
的
な
も
の
と
し
て、

超
越
者
の
存
在
を
抜
い
た
実
存
主
義
を

唱
え
て
い
る
の
で
あ
る。

も
と
も
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
キ
リ
ス
ト

教
の
神
学
に
対
し
て
人
間
性
を
重
ん
じ
る
概
念
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と、

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
頂
点
に
す
る
加
藤
の
発
想
は
そ
れ
ま
で

の
実
存
主
義
と
は
か
な
り
離
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る。

無
神
論
的

な
サ
ル
ト
ル
で
も
キ
リ
ス
ト
教
圏
に
お
い
て、

そ
れ
を
意
識
し
て
主

張
し
て
い
る。

加
藤
の
実
存
主
義
受
容
は
絶
対
的
超
越
神
抜
き
の
も

の
と
い
う
意
味
で
日
本
的
実
存
主
義
受
容
の
一

例
と
な
る
だ
ろ
う。

加
藤
に
お
け
る
思
想
史
と
し
て
は、

吉
満
の
実
存
主
義
か
ら

啓
発
を
受
け
た
加
藤
が
そ
の
影
響
下
で
実
存
主
義
に
接
近
し、

『
1
9
4
6
』

の
時
点
で
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
基
調
に
し
た
実
存
主

義
や
社
会
主
義
の
立
場
を
表
明
し、

サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
へ
接
近

し
て
い
く
と
い
う
流
れ
に
な
る。
『
1
9
4
6
』

の
時
点
で、

既
に

加
藤
が
絶
対
的
超
越
神
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ

ば、

加
藤
が
サ
ル
ト
ル
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
無
神
論
的
実
存
主
義

に
急
速
に
接
近
し
た
の
は
必
然
性
が
あ
っ
た
と
い
え
る。

ま

と

め

『
1
9
4
6
』

時
の
加
藤
に
と
っ
て、

実
存
主
義
は
非
常
に
大
き

な
も
の
だ
っ
た。

そ
し
て、

そ
れ
は
大
学
で
教
わ
っ
た
吉
満
義
彦
か

ら
の
強
い
影
響
を
受
け
て
い
た
と
い
え
る。

だ
が、

こ
の
加
藤
の
実

存
主
義
に
惹
か
れ
る
意
識
や
そ
の
独
特
の
実
存
主
義
受
容
が、

他
の

知
識
人
に
も
共
通
の
も
の
で
あ
る
と
し
た
ら、

当
時
の
加
藤
の
思
想

は
そ
れ
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て、

日
本
の
戦
後
思
想
史
と
し
て
大

き
な
意
義
を
持
つ
だ
ろ
う。

(

43
)
 

福
永
武
彦
の
回
想
に
よ
れ
ば、

当
時
大
学
で
人
気
だ
っ
た
講
師
は

渡
辺
一

夫、

片
山
敏
彦、

吉
満
義
彦
で
あ
り、

中
村
真
一

郎
も
吉
満

か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る。

つ
ま
り、

戦
後
日
本
思

想
の
ス
タ
ー
ト
地
点
と
も
い
え
る
『
1
9
4
6
』

に
実
存
主
義
が
大

五
六



き
な
影
響
力
を
持
っ

た
と
い
う
意
味
で、

戦
後
日
本
思
想
史
に
実
存

主
義
が
持
つ
意
義
が
よ
り
大
き
な
も
の
と
な
る。

ま
た、
『
1
9
4
6
』

当
時
の
加
藤
思
想
の
構
造
に
関
し
て
は
も

う
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
が、

先
ほ
ど
述
べ
た、

加
藤
に
お
け
る

ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム、

実
存
主
義、

社
会
主
義
の
関
係
の
展
開
も
注
目

に
値
す
る。

こ
れ
以
降、

加
藤
は
近
代
主
義
や
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
少
し
ず
つ

離
れ
つ
つ
も、

絶
え
ず
実
存
主
義
と
サ
ル
ト
ル
に
は
興
味
を
示
す。

ま
た、

一

九
四
七
以
降、

フ
ラ
ン
ス
文
学
紹
介
や
日
本
文
学
評
論、

医
学
論
文
や
小
説、

詩
の
創
作
な
ど
加
藤
の
文
章
の
幅
は
さ
ら
に
広

が
っ
て
い
く。

加
藤
の

思
想
史
を
考
え
る
場
合、

今
後
問
題
と
な
る
の
は、

一

九
五
一

年
に
加
藤
が
渡
欧
す
る
ま
で
の
思
想
を
追
う
こ
と
で
あ
ろ

う。

こ
の
『
1
9
4
6
』

時
の
加
藤
の
思
想
が
ど
の
よ
う
な
展
開
を

見
せ、

ど
こ
で
ど
う
変
わ
る
の
か
を
観
察
す
る
こ
と
が
論
者
の
さ
ら

な
る
課
題
と
な
る。

そ
れ
に
関
し
て
は、

次
回
の
論
文
で
明
ら
か
に

す
る
つ
も
り
で
あ
る。

(
l)

加
藤
周
一
・

中
村
真
一

郎・
福
永
武
彦
『
1
9
4
6
・

文
学
的
考
察』

講
談
社
文
芸
文
庫

二
0
0
六
年

(
2)

敢
え
て
こ
の
三
人
に
つ
い
て
名
称
を
つ
け
る
な
ら
ば 、

彼
ら
だ
け
が

文
章
を
書
い
た
『
カ
メ
ラ
・

ア
イ
ズ』

か
ら
名
を
と
っ
て
『
カ
メ
ラ
・

ア
イ
ズ』

派
と
呼
ぶ
べ
き
と
論
者
は
考
え
る 。

(
3)

中
村
真
一

郎
『
戦
後
文
学
の
回
想』

増
補
版

筑
摩
書
房

一

九
八
三

年

五
七
＼

五
八
頁

(
4)

加
藤
周
一

『
加
藤
周
一

著
作
集
第
八
巻』

所
収

(
5)

加
藤
周
一

『
現
代
フ
ラ
ン
ス
文
學
論
ー

』

所
収

銀
杏
書
房

一

九
四
八
年

(
6)

同
右

(
7)

実
存
主
義
と
は 、

第
一

次
世
界
大
戦
後
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
「
人
間」

を
置
き
去
り
に
し
た
近
代
の
理
性
主
義
へ
の
批
判
が
高
ま
っ
た
こ
と

で
一

九
三
0
年
代
に
登
場
し
た
思
想 。

現
代
で
は 、

本
質
(esse
ntia)

に
対
す
る
実
存
(e
xiste
ntia)

を
重
要
視
す
る
思
想
と
し
て 、

人
間

の
具
体
性 、

存
在
性
（
実
存） 、
一

回
的
体
験
や
現
実
性
を
強
調
す
る

姿
勢
と
さ
れ
る
が 、

サ
ル
ト
ル
以
前
の
神
か
ら
見
放
さ
れ
た
存
在
に

着
目
す
る
実
存
主
義
と
サ
ル
ト
ル
以
後
の
「
存
在
は
本
質
に
先
立
つ
」

と
い
う
実
存
主
義
に
は
定
義
に
差
が
あ
る 。

(
8)

前
掲
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
文
學
論
ー』

所
収

(
9)

同
右
七
0
頁

(
10)

現
代
で
は 、

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー

が
自
分
を
実
存
主
義
者
と
考
え
て
い
な

か
っ
た
こ
と
は
哲
学
界
で
は
常
識
と
な
っ
て
い
る
が 、

ハ
イ
デ
ッ
ガ

註

五
七



ー
の
『
存
在
と
時
間』
は
第一

部
の
現
存
在
分
析
で
断
念
さ
れ
て
お
り、

第一

部
で
は
人
間
の
実
存
に
つ
い
て
の
分
析
が
主
に
な
さ
れ
て
い
る。

ま
た、
『
存
在
と
時
間』

が
長
い
間
人
間
存
在
の
書
と
し
て
読
ま
れ
て

き
た
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
あ
る。

(
11)

前
掲
『
1
9
4
6
・
文
学
的
考
察』

所
収

(
12)

同
右一

九
頁

(
13)
『
帝
國
大
學
新
聞』
一

九
四
六
年―
一

月一
三
日
号

(
14)
『
帝
國
大
學
新
聞』
一

九
四
七
年一

月一
日
号

(
15)
『
文
化
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー』

三
月
三
日
号

(
16)

同
右

(
17)

同
右

(
18)
『
文
化
タ
イ
ム
ズ』
一

九
四
七
年
八
月―
―

日
号

(
19)
『
現
代
思
想
加
藤
周一

追
悼
号』

一

九
八
頁
＼一

九
九
頁

(
20
)

前
掲
『
戦
後
文
学
の
回
想』

頁
五
九、
六
五

(
21)

前
掲
『
1
9
4
6
・
文
学
的
考
察』
一
四
頁

(
22
)

前
掲
『
1
9
4
6
・
文
学
的
考
察』

所
収

(
23)
同
右

(
24)
 ht
tps://
trc
 , adeac.
trc.
co.jp
/W
Jl
 1CO
/W
JJ
S02
U/2671055100

(
25)

前
掲
『
1
9
4
6
・
文
学
的
考
察』
一
五
八
頁
＼一
五
九
頁

(
26
)

同
右
二
二
六
頁
＼
二
二
七
頁

(
27
)

同
右
所
収

(
28
)

同
右
所
収

(
29
)

同
右
所
収

(
30
)

加
藤
周一

『
加
藤
周一

著
作
集
第
七
巻』

平
凡
社

所
収

(
31)
加
藤
周一

『
加
藤
周一

著
作
集
第一
八
巻』

所
収
『
吉
満
義
彦
覚
書』

一

九
八
七
年

一

九
八
九
年

五
八

(
32
)

ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
『
実
存
主
義
と
は
な
に
か』

増
補
版

伊
吹
武
彦
他
訳

人
文
書
院

一

九
九
六
年

八
0
頁

(
33
)

前
掲
『
加
藤
周一

著
作
集
第一

八
巻』

所
収
『
吉
満
義
彦
覚
書』

(
34)
同
右
二
三
二
頁
＼
二
三
三

(
35
)

吉
満
義
彦
『
吉
満
義
彦
全
集
第
五
巻』
一
四
＼一
五
頁

(
36
)

同
右一
六
頁

(
37
)

同
右―
ニ
ニ
頁

(
38
)

吉
満
義
彦
『
吉
満
義
彦
全
集
第一

巻』

講
談
社

一

九
八
四
年

頁

(
39
)

前
掲
『
実
存
主
義
と
は
な
に
か』

八一

頁

(
40
)

前
掲
『
吉
満
義
彦
全
集
第
五
巻』
一
三
四
頁

(
41
)

同
右一
三
六
頁

(
42)
同
右一
三
八
頁

(
43
)

福
永
武
彦
『
福
永
武
彦
全
集
第
一
五
巻』

新
潮
社

二
―
三
頁

(
44
)

中
村
真一

郎
『
愛
と
美
と
文
学』

岩
波
新
書

頁
＼―
二
三
頁

一
六




